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凛代の子さみ・手書てを豊かな  
ものにしていくには、手書て環壌 をめぐる書族や地域 
、世代間と い 
った人間同士の蘭係性が暮 でことが示唆され 

暮ある、t穐 年度はそれまでの成よを騰ま  

え、出生率がtもーい沖■最多 良Ⅶ村の多産雷同を欄り下げ  
大事なことは何かj事2匡l平成  

次世代の妊嬢出きへのアブ   

少子化社会におけ る妊娠・出産lこか  平成 15（200  平成 17（200  政策科学  橿■ 書土子  
閲する研究   平成‖年ほ月8日「親としての麻  

人づくりを積野に入れた∫的研 究を行ってきたが、固定化され たプ 
ログラムではなく、地域の日 ★へ遭元するためには、柔軟lこ  

考えるまちづくり・地ヰづくり－  

プログラムを活用できるフ7シリ  
チーターを地爛と行政をつなぐ  

た。ワークショップは今後も♯続 する予定であり、住民とともに地 嶋の日井に即した蓼加型プログ  
コーディネーターが暮暮であり、  
その暮成を始めた。   

せた憲義は大きい．   

本研究では、爛壬によって得た が  行政事業の費用対効果分析は  
住民のt鷹情報と保険書粛  
する臣ホ・介護給付たや保t事  

効率的な行政運営の視点から  

集への鬱加情報をリンケージし  
必暮な作業である。1利こ本研欄  

たデータベースを作成し、これを  
は平成18年4月から介護保険制  

もとに介札予防t診、介護予防  
皮下に新設される「新・予防給  

事井、介護予防推進システムに  
付Jや「地域支援事暮Jを先取り  

介護予防対策の  
し、全圃に先駆けて介tl予防推  
遭システムを蠣ヰしてさたモデ  
ル地♯でそのシステム全体およ   

1丁200   ぴせ別事義の評価を行ったもの  
費用対効よに書  平成 15（200  平成 （  政策科学  新聞 省ニ         ついての費用対効果分欄電行つ たものである分析において   は、●加事、非鬱加著の特性の 羞1による影響（受精暮固）を 漬蓋し である。したがって本研究の成  

、事業自体の独立した劫 し 異に対する行政の闇心は書い  

景を抽出た．こうしたデータ ベースおよび政策・■＃評価の  （東京都西多■保t所t内の市  
町村担当者研♯会でこ年次報  

手法は新規性および独創性が  
あり、今後の同機の研究のモデ  

告暮が印刷・配布された他、自  

は大きい  
治体からの報告書送付のリクエ  

ルとなろう。   ストも多い）．   



してのtCF（国  

機能分類）の再現性は低く、漬  
壬や施設での評価搾欄としての  
使用がれしいことを明らかにし  

3年目の当初の予建であった磁  
平成18年虎鯵■暢ポ改走で   

l  l  
l  士▲11・ ■ll生血1b■ 彙■  l  

l気レセプトを用いたデータを用い  
I 

た情報収纂によるヰ数痍峡の  
l】  

t理科を暮走している■陵の全  
国調壬を実施し、在宅復帰串は  

漬査は高橋が婁■よをつとめる  
慢性期入院医★  「櫨気レセプトを用いた鯵療内容  
における包括的絆 価指揮の開業   平成 15（200 3）   分析方法の開発に関する講査  

5）   
繍と大きな蓋がみられない零の  

研究」（訂保中央会）に引き▲が  

重患性膚床の実数を明らかにし  れる形となり、当初の予定よりも  

た。重患性ホ床で寝たきり鹿の  
大規損な形で、磁気レセプトを  る。  

回復が期待できるのは、サ折系  
用いた鯵ホ内容に閲するデータ  

疾患や暮形系疾患で入鏡し、あ  
の収集と解析が遺行中である。  

る程度長期間リハビリを実施し  
た血書であることなどを明らか  
にl＿ト 

厚生労七省の実♯評価書が政  
賞辞価の目的に沿ったものであ  
るかについて評価するための  
r政策評価チェックリストJを作成  
し、爛々の実♯評価雷の秩托を  

政策評価における  実絶したところ、（l）ーロジック・モ  

実♯評価のあり方  デルJ（特にー田臭関係の説明J）  
に闇する研究一辞  
価指標の見直しと  現時点では特になし。   現時点では特になし。   0  

評価結果の活用  、3つい 考蠣」が不十分、などの間層点  
方法の捜討を中心  が明らかとなった。r政策評価  
に－   チェックリスト」で明らかになった  

閉糧点を踏まえて実♯絆価書を  
改打することで、暮恩決定書（政  
策繁文著や画民）に対して説得  
力がある情甘を攫供することが  
可能となる。   

中小親機事業場における産業 保儀活動の推進方策を検討す  

中小規≠事業場  
のt鷹支援に陳  るために．事霊場のt鷹排且や 支はニーズに間するインタ ビュー講暮を実施し、利用書 ニーズに墓づいた支樟モデルの れヰと支援ツールの開発を行っ た 

。効よ評価のため、医療保険 書の保t師がフ7シリテ 
逢する政策・施策・ サービスの連≠に  ータとな り 
舶する研究一暮適  
支はシステムのれ  
蔓を目指して－   、これらの支援ツールを用い たモデル支嬢事業を廣聞した。 通常支橿のみの対照鮮と比較し た楕よ、支援モデル・ツールを  

用いて支橿した騨においてt鷹  

、 零について発表した。   鴨場づくりの活動や事暮場外責 ∬什報の紘知が遭んだことが実 柾されこれらの支績モデル・ ツ 
せられた。  



一 瞥l刃民への知謀のI兼併と闇  

本研餞では、■幕データをもと  
心の書及・書兼活動のため、4  

に、G）医療機湘や健診の受診 （ 画の圃静シンポジウム（2003年  

に関する制度間企★間格蓋、 保験制度¶格差、地ヰⅦ格差）  ほ月（東京）、2∝川年2月く薫  

の蓋1を発生させる社会経済的  
京）、2005年8月（上海）、2008  

事因、②t鯵と医療保験Ⅶの遽  
年2月（相同））を蘭催し、講演書  

携劾よ．Q）書人の生活晋≠（特  
を招いた公開セミナー（4回）を  

生活習慣と健慮、 に  行うなど積極的に活動した。ま  
医療消兼関する  小槌 正立         に喫煙や飲酒などの危険行動）  特になし。  た、2006年3月には小職正立が  
ミクロ書「1分析   とt移や匿■の受鯵行動、零に  

ⅦするI十i持済学的な分析を  
法政大学・ドイツ連邦労■l社会  

行った。これらの蝉明はわが孤  
雀主僧廿日本とドイツの社会保  

の医療経済にとって暮璽である  
陣故事とその長望」でパネリスト  

にもかかわらず、十分な既存研  
として繍漬した．これらのセミ  
ナー・シンポジウムの開催日専  

究が存在していないエアポケット  
であったと考えられる．   

は、法政大学大学院エイジング  
的な分野であった。   総合研究所のホームページにて  

l）20世紀lこ欧米において柑30  

年代に出生率がt換水準以下  
に催下し、後に回復したケース  

1）日本経済斬蘭¶刊2008年2  

が一度あるが、それがなぜ起き  
月】7日「織済教主」人n漉少と  

たのかを♯明し、さらに北・西  
生きる：低出生率先遭孤での  

ヨーロッパが現在日本より出生  
構造化（河野礪果）2）公開シンポ  

辛がかなり高いところから、国際  
ジュウム2005年11月19日上t  

出生率国1の集  
大字比較文明学会シンポジュウ  

件に闇する人口学  なし。   なし。  ム「人口薫少時代をいかに迎え   
的研究   15200 8   た。2）人口統計学の視点から過  

るか（河野礪よ）3）厚生労働所  

去における出生率嚢勤のメカニ  
政策科学椎遭事業公開シンポ  

ズムについて走tモデル化を蠣  
ジュウム2006年2月24日「少子  

♯しシミュレーション分析を持つ  嘉群化とどう向き合うかj出生中  

たが、これに闇逢して分担研究  
回徽の条件に朋する人口学的  

看金子隆一は米孤人口学会■  
研究、★東都千代8区大手町  

で戚よを発表し、即静的にその  
JAビル（河野■集）   

モデルの什撒性を騨価された．   

平成柑年度謬I■報酬l賀正に牧  

米濁R8RVSで使われた肘▲lb  
理学的概念の総合■荷が本邦   
の内科系医療技術評価にも使  をもおこない、大群峡・診療所別  ★医■技栴集1回分科会2005  なったが、上記コスト比較係数  はこう見る「初鯵料の是正は絆  
用できるかが目的であった。外  の、一時仰あたり診■キ■■  年4月22日で先妻．2，同分科会  の教書には紹介加算がなくな  価紹介加■廃止は不満JiI刊  
来鯵魔の総会■荷の説明田子  （外来軌再鯵料のほかに搾ヰt  2005年6月18日で中臣協鯵■特  り、かえって悪化した。リハビリ  ／日本書事新報．42TO：81 

診療報酬における   
に時間のほかに雛鳥虐（担当医  理科讐を含む）を山コスト比較係  酬濾壬専門租★医療技術分科  テーション処方く指示）料として、  2008年2月25日茅野 眞男2）痍  

平成  平成  政策科学  茅野 眞男  
15200  17（200  

遵一外保遵方式  
数）を加えることによりmo鵬l決  本給■所・米圃ホ院診療所は  療全毘実随講壬である内科系  遭択されたが、t終的には採択  ディカル4引：4卜42．2005年8月  
走係数は紺％以下から75％とよ  2．0－3．3に対して乱有大病続1．4  外来技術の厳■度及び時間に  されなかった．心■リハビリの適  茅野 眞男3）特■どうなる08年  
くなった。鯵離合計時間を考慮  と低くかった。線統幕抄は日本  係る抽壬を報告、r内科系外来  応拡大啓蒙に役だった。研究繊  度給兼職酬改定ー外来初再診  
せす初再診の2区分しかない覆  診療所・米昨ホ統診♯所は2，3－  技術の難易度及び時Ⅶに休る  丁に当たって今後の方向として  料のあり方が論点に在宅、連携  
在の報酬体系は不合理である。  5割こ対し日本犬痍快l．7で低く、  神童」tl董実施虐■会委■轟こ  ro写Our¢○を測定するのみでは限  に手揮い評価も」日経ヘルスケ  
方法繍的に各科間の針iの■  
■方法が未解決であった。   

ナ＿＿   



実線に夫も暮と同じように手書  
てを分担するには、諸制度（書児  
休義制度など）の活用が暮手で  
あるが、制度が整っておる勤務  
先に勤めていてもなかなか活用  

本研究で行ったアンケート韻壬  
によれば、次世代育成に取り組  
む企暮については、子有りの正  

規職t用事が轟い絆価をしてい  
る．次世代書戒の法定（厚生労  

以下の点などが明らかになった  
こと・育児休暇など制度はあって  
も、男性は、それを利用する鸞  
隷が追いついていない．制度の  オl書面にWする鮭決簑の一つと  

されてしヽない。での解決策とし  

男性の子どもの価 値tと出産・書児  平成 15（200  平成 17（200  政策科学  辻 明子  て、r子どもを持つことに醐す   
る、目標設定く貴も含める）、勤  

○        2  
に間する研究  3）  5）  推進研究  機の内発性及びインセンチイブ  

（ディスインセシティプ）Jの同異  方が企業イメージは良い．今  

間保と政策インプリケーションの  
後、民¶企義の手書て支援につ  

解明を待ったこと。またその他の  
いてのインセンチイブ強化策に  

離決箕として民間の活用のあり  
明して上記の什報は■用なもの  

方を擾＃していること。   
となる。   

日本の病院ボランティアの現状  
と間且点を璃暮し、とくにボラン  
ティアのリスクとリスクマネジメン  
トのキーパーソンであるホ恍ボ  

病餞ボランティア  ランティアーコーディネーターの覆  
状と間糧点を椚暮した。また米  

の呼人とコ一子ィ ネートに関する書  平成 15（200 3）  平成 1丁（200 5）  政策科学  信友 浩一  国の病鏡ボランティアシステム、   ネジメントに関する間鼠捷起  で取り上げられた。   
○  ○    0  0  ○   

デモンストレーシヨ  A＄DVSによる総合的なボラン  の開発   
ン  ティアマネジメントシステムを鵬  

董研究し、その日本への応用と  
なる「病院ボランティアのヰ入と  
コーディネートに閲する書及モデ  
ルの開発」を行った。   

現行制度と比較可能な肛生年  
食を中心とする中・最期財政収  
支モデルをれ集し、公的年金の  

財政欄造を分析した。さらに、維  
済文数に蘭するモンテカルロ・シ  

リスクt理アブ ローチを応用した 安定的年金制康 設計 

なし   特になし   0  0  0    ○  0  0  0   

に閲する研究   や制度文数パラメータの遭択に  
よる政策シミュレーション事を行  
い、安定的な制度股I十の方策に  
ついて横征し、今後の方向を考  
奪した。   

本研究の成よは、点者鋼壬、レ  
セプトデータ専、♯横的■羅的  
練済的に収集されるレジストリ  
データに基づいて、傷ホ、鯵★  
行為、■書、地壇の視点から外  
来診ホを事角的総合的に絆価  
する方法を示した点にある．本  

医■機W類型ごと の外来診療の実 躾把擢と詳細に闇  特になし   特になし   0  4  7  2  9  0  0  0  

する研究   10 3）   法は、汎用性が書く低コストで線  
織的に遭用可能であり、地嬢に  
おける丑切な外来鯵欄■能の  
轟己1、医■暮濃i己分、臣■蝕★  
の配t儀の地壌尿t医療擾供  
体制の蔓■と充実に活用される  
ことが期待される．   つながることが期待される。   



病院における栄養士事指導体  
制の充実により」邑療サービス  
の耳の向上と効率化に大きく書  
与することが国静的に汲められ  
ているが、わが圃ではその効果  
分析が行われてこなかった。本  
研究は比較対照研究ではない  
ものの、入院農事に対する栄暮  

食事・栄養指導の  平成  平成  政策科学   
実態と助よ分析に  15（200  1丁（200   

ケア・マネジメント体制の曇儀お   
：： ∴＝  

○    0        0  
関する研究  3）  5〉  大規儀な前後比較研究によって  

明らかにされたことの学術的、  
社会的な鸞■は大きい。また、  
低栄養状掛こ対する栄事暮事  
相談がほとんど行われていない  
現状が朗らかになり、覆在の鯵  
★報d上の標蝿を明確化した点  

も社会的に鷺■がある。   暮事であると昔える。   られる。   

生活橿祉発会制度と母子及び  上記に述べたソーシャルウー  
寡婦橿祉黄金制度の修学貴会  クの充実農園っていくにも、例え  

に蘭わる環状分析を通し、その  ば現行の母子自立支援■は非  
勤よと間竃点を考離した．その  ＃軌■が中心であり、積極的な  

精巣、これらの資金は、日本学  li肋をしたくともできない状軌こ  

生支援機れ奨学金の補完的鷺  ある。援助書の労七・t用兵件  
味をもっており、中でも中讐歎  の改暮が必手である。また、日  

福祉費金♀付利  平成  平成  政策科学   
度の効果と旗揚に  16（200  り（200   

本の赦育費負担におけるー家族   
書木 紀         育・高専教書修学援助は大きな   依存圭■jのもとでは、こうした  「イチオシ：格蒙社会」において   

0  2  0  0  

推進研究  と「青族依存一虔の書い日本の  文付制度も子どもや著書たちの  
数書t制偲の中では、なお不利  不平事を是正することにはなら  
を是正し、不平等をなくすまでの  ない。■牧遣手ヰが9割を超え  
効果を果たしているとはしヽえな  ている現状にあっては、将来的  

い。さらに制度の効よ的運用の  には公立ホ枚の■慎化も考慮し  
ためにもソーシャルワークの充  ていかなければならなし†であろ  
実が求められる。   う。   

当研究班では、主に東京近郊を  
中心に、地域の中古か住民を中  

心として加重を行った。主に、大 ホ市周辺居住芯齢舌の青針・所  
書齢が進んだ大II  得・責廉や情報機器の活用を含  
市近郊地域等にお  む生活実態、従来の公的な嘉  平成‖年鷹偏生労★科学研究  

示唆された．手た社会●加を促  政策科学椎遭研究事薫公開シ  
ける高齢書の社会 参加促進方策とそ  平成 18（200  平成 17（200  政策科学  格付 尚史        齢著の社会活動に蘭する間欄   特になし  ンポジウム「少子書齢社会とど  0  0    0    ○    ○  0   

の地域社会に与え  点、団地なとの■合住宅におけ るハード面の生活基盤整備の必  う向きあうか」（シンポジスト：橿  

る効果に蘭する研  手性、これからの高齢著や地域  村尚史）  

究   の横井を疎まえた上でのコミュ  
ニティビジネス事の社会活動の  

ことが明らかになった。  

椎遭の必手性などが明らかに  
なった。   



年金加入や貴慮選択に闇する  
人々の判断は、決して合理的に  
下されておらす、主■的手因や  
捷供される什報内容の影書を受  
けふ二⊥右鵬らかにl＿ホ・＿【b一戸も  

入・納付鷺歓を1める上では、  
生涯で支払う保瞼料以上に受け  
取る給付総揚が大きいことを示  

すことが薔劫であった．また、2  

スウェーデンにおける通知（オレ  
ンジ・レター）及びキャンペーン  

の責任者を措鴫し、コンプアレン  

個人レベルの公的  余命が過小評価されていたこと  ス「スウェーデンにおける年金  
年金の給付と負担  平成  平成  政策科学   がについては、適切な什報を棟   通知のヰ入と環状」を開催して、   

専に関する什報を  臼杵 政治  
各人に緩供する仕  

型を社会保険庁に示した。  、 出庸いただき、学術研究書、≠  

組みに蘭する研究   スクへの対地を助けるために  供する必暮がある．また、長寿 による支出の増加など老後のリ   遭関係書事の蓼加著との間で  
は、①年金加入により引退後、  活発な繍論を行い、また、研究  
死亡すもまでの必手な支出が力  
バーされること、②加入しないこ  

機聞を訪問して貴兄交換を行  
い、比較研究を行った   

とのリスク、を什報捷供するべき であるとした．   
ナp．ヽ▼■lヽ1し   

1．大隠t鼠部サ折の絶入統治 188 
平成柑年11月5日（土）、神豪川  

■立良tI■杜夫事の大学祭の  
♯費は平均万円で、平均在 枕日数は42日であった2転倒  l．大鳥甘♯部t折の入統責と入 院日数の点で内側サ折の非範  1．大腿書餐部内側す折の非艦  1．tl奉書のt鷹幕命延長に転    一寸として公開■虔ーいきいきと   
予防教主や筋力向上トレーニン  位塑ではハンソンピン、I云位型  位型にはハンソンピン、転位璧  倒予防教主や筋力向上トレーこ  生きるための介護予防Jと増し  
グなどの介旗手防施策の1人当  には人工甘礪が壬応となる．ハ  には人工骨蹟置換術が1一遇  ンケの積極的書及が市町村蝉  て1．経でもできる転倒予防教主  
りの茸用は平均5方1千円で安  ンソンビンはC．CHSより有利で  択である。外側サ折には欄内圃  位及び介護保険の予防給付上  （岡本壬三）2．転倒を予防する新  

書齢転倒経験看   
優で費用対効tにtれていた  ある。外側甘折にはγ－ネイル  走術が儀一遭択である．2．高齢  椎遺されるべきである。蔦幹事  しい歩行翳（■鼻瞳正）3．栄暮を  

平成  平成   
3人工書叫1換術は平均248万  零の楓内園走術がCHSより優れ  書の転倒予防に転倒予防教主  に血清アルブミンの犠鯵推進が  つけて元気に生きるノウハウ   

政策科学 推進究  岡本 連三                 4  2  13  2  4  2  l  0  2                                                                             における介撞予防 対策の■用対鋤  18（200  17（200    円、在院日数平均4丁日、ハンソ  ている。2．転倒予防教圭や筋力 向上トレーニングは安価で■筋  や筋力向上トレーーング、血清 アルブミンの定期検診が推奨さ  必雷で4．恥／dl以下には疇下士  （中村丁次）4．糠漬r市における   辺  共に闇する研究  4）  5）  研   ンビンは1け万円と33日で後者  がま用対効よ上優れていた4  力・バランス・体力向上に生れて  れる。血清アルブミン価4伽／dl  を含めた繋兼輔給法の確立の 穐通が必羊である 

大槌す頼節書折■書の血清7   ．疇下陣書集   
の 

ルプミン値は平均3馳／dlと転倒   

維♯のない書僻事の44■／dlと比   
駁し低兼暮であった。6．高齢書 囁下陣書治■の全劇的取り組  暇な鳥●加性の理＃のヰ成に  

みはっ肌であった。   ヰが必暮である．   役立てた．   

○ラーニングシステム“8RIDGE  
臣事爺天平¶種賓■苦】量職質  

”を開発し、W亡8上にホ料で公  
＃終了後に愉理書董憂■会委  

蘭している。このシステムは、疫  
■ならびに事務捏当事を対tと  

疫学研究は人を対■とするとい  したワークショップを開催し、痩  

う特牡をもつことから、一般市民  複数国にわたり■合型研修を実     学研究書、≠理事暮婁■余聞  2000割こ策定公表した「疫学研      学研餞への理♯促遭ならびに   
●理的研且点の共有、暮見交  

と研究書を結ぶ体制作りを欠か  施し ●加書から好評を得た  係著、 
書の研♯教書、≠理暮暮隻■ の 

陣生労♯行政施 策の基盤となる疫 学研究の適切な推  平成 柑（200  平成 り（200  政策科学  玉匹鳴子                    14  8  6  0  6  0  0  0  4  
並に附する研究   

5）  推進研究  

活動を通じ、疫学研究を実施す  る愴理的t簾の共有意見文換   

る上で蓋える必事のあも社会的  
よ盤についての研究を推遺し  

衰、2叩4年の研究従事手向け  
での活用が期待できる。また、  

た。   
冊子を作成の権♯が生かされて  

朝日新聞一己書との対鰭会を遺  

きた．   
じ、新聞での疫学研究紹介への  

ナ＿  



医療の貰を維持・向上させなが  
ら、費用をコントロールする手樺  

としての疾病t理は、日＃生活 こ  
や受診行動t閉経を抱える慮  
手・住民を特定し、間壇にあった  蕎血圧やヰ贋鋼書円医で実應  

生活習≠覇の壬   
介入を行うことにある．こうした   されている生活習慣痍lこ対する  

的暮■施設責材などの投入   1の高い指事については、従来  事4丁回日本嶋胃病学会指定シ   
平成 1  平成 00  政策科学   の生活習慣病指キー理科でも  ンボンウム【予防・治療・チーム 医■】地域ネットワ 
7（200   り（2  坂巻 弘之  0    ○  0  l  0  0  0  

活  184月に 習†■痍t理科でも実線にかかる  CDEの役割において研究摘果   

に閲する研究  
生活習≠ホのt理においても   コストにみあうものではなく、鯵  

≠ホ相場が適切に実施されるた めに痍■t礫の♯念を壌入し、  ホ報曹【上の間且点を相磯した．   

サービス檀供ためのた用の輔  

書と責の担保について新たな知  
見を示した．   

公私の役れ分担盲明確にした社  
会操庫／くッケージのあり方に闇  

■し   ■し   ■し   8  0    ○    0    0  0   

筆t正研究   
社会保ヰと私的保 陣（企業・個人）の 没劃分担に闇する   平成 15（200 3）  平成 1丁（200 5）  政策科学 推進研究  府川 哲夫    して扶討し、それらの成果をl事 刊社会保障研究』薫39著書J号  

に特集論文として穐厳した。   

今後の中央社会保険医■協議  
専門部会において本研究の嶋  

会における檎肘において、薬価  
告が紹介されたい断たな藁優暮  

改定方式についての遇択肢を  
走ルールは平成柑年1月25日の  

攫供するとともに、医薬品使用  
中臣協で丁♯され、本研究の研  

の効率化や、遡切な規格の臣   
究テーマである、フラットプライ  

医薬品の価格毀  平成  平成  政策科学   スのヰ入の是非に関連しては、   

走に蘭する国際比  1t；（200  lT（200  白神 詭        該当なし  ○  0  0  ○  ○  ○  l  l  
較研究   4）  5）  推進研究  報となることが期待される。ま  1の規格の暮走に用いる規格  

た、平成1丁年相月5日事25回申  
間比の上阻を引下げ」という項  

央社会良険医療協繍会＃価書  
目が追加された．これは、本研  

門部会において本研餞の報告  
究が指摘したフラットプライスを  

が●考資料として使用された。  
導入した場合の問題点を考慮し  
たものと考えられる．   れる。   

家計の効用・行動  
の視点を踏まえた の  
公的年金役割  金総合研究セ  現状なし。   現状なし。   環状なし。   現状なし。   ○  0    0  0      0  D   
及び改革に関する  
実柾的研究   

マスコミに闇しては、社会保障  

は、♯木王・暮暮裕井「混合鯵  制度全体の世代間不公平の姿  
■は不公平か？－インターネッ  の計暮が多くの薪Wlこ取り上げ  

ト椚査を用いた医♯規制改1の  られた。2006年3月28日東京新  

包括的社会保欄  実i正的キ♯」r日本経済研究j★  Ⅶ朝刊1面、2005年11月27日日  

社団法人日  維新蘭サンデーニッケイ、2005  

特になし．   特になし。  年4月17日欄日新蘭12面、遇Ⅶ  
ダイヤモンド2005年‖月28日版  

凛保険故事の評  財政予測モデルの 礪ヰとそれを用い た医療・年金・介   32ページ、2005年4月10日日緑  

価研究  た四民年食未加入書の経済分  新聞覇刊経済教主欄。また、臣  

析川季刊社会保障研究j（圃立  ■制度改羊に対する棲書につ  
社会保膚人口間壇研究所）41巻  いても、2008年3月10日日経斬  

4号も、学術的に責献が大きいも  M泊面の経済教主に提言が  
の♪黒；b九る．   載った．   M  平成 18（200 4）  平成 17（200 引 ‖  政策科学 推進研究 H   本経済研餞セ ンター l  虎夫の中で画期的であったもの     53巻★1号であり、この分野で ははじめての軍柾研究となって いる．また、＊木ヱ■周燕飛「研 究ノートコホート効よ古書慮し       特になし。                     2  0  2  0  l      0  



本研餞は、公的ガn中心の社  
会保障制度の維持可能性、改  
羊の必手性、非公的部門へのシ  
フトの必稟性と可能性に朋する  

本研究グループに含まれるメ  
ンバーの行っている世代会計  
は、これまでF経済財政白暮Jで  

本研餞は今後の社会保膚瀬  行政上の意思決鷹  〉■、‘■■－ 
l課糧を諭零敗票狂的に明らか  l誓の凛曽にWする研賓で九る＿  I 

に闇し、大きな注自を集めてい  
l  

にすることによって、その目的を  このため、特定の個人または団  

逢している。本研究の学術的特  件の事業活勤、治よ雫の行動を 規範付けもしくは方向付けるも  
徽は上記の点について、美園、  ドイン   

15200 ユ）   
多様な主体による 世代間相互支援プ   
効よの検証  法に基づき、実証的、走1的に  的の ■を提供し、（3）同時に公的部門  

分析している点である．社会的  が必暮かつふさわしい分野を区  
責義に関しては．ーなぜJ、rどれ  分し、（4）厚生労≠雀が政策的に  
だけ」、rどの分野でJ、「椎にJ、  丑■するべき条件や緒環境を明  
「どのように条件を蓋えて」社会  る職能を事している。  
良障機嶋をシフトするべきか楓  

らかにし、根拠にもとづき説明責  

拠を示しながら捷示している点  
任を果たすための行政上の必  

が特tである。   
暮責料を捷供している。  

ホ市部ではなく遇故地増での介  
護予防■凛に聞してその経済的  
効よと社会的劾膚の両方を積  本研究成果は、田野町民t欄  

野に入れて実証的に分析・考＃  
祉排においてこれまで数年間に  

を行い、それらの評価播櫓境目  わたる田野町の介性予鮪・t鷹  
介穫予防対策の  
文用対効果に着  を仮説として捷示した。また過疎  づくりを含む魚t事業の事業押  

地ヰ自治傭価介払予防事義美  
価を行う静の暮ヰ兼料として利  

日した経済的評価  
に閲する研究一遇 にけ  平成 け2叩  平成 り（200  政策科学  旛は、介護点検給付費を簡約す  用された。また田野町の行政幹 那・町会濾■・民生婁■・地区  
躊地域町村お   （  轟・rまちの豪族会躊」住民など   
る介穫予防対策事  推進研究  水谷 利充          る経済的効果に加え地欄コミュ ‾ティの再れヰや「ソーシャル・   
真の経済朋・社会  キャピタル」強化などの社会的  に対しては介護予防・保t橿祉  

劾よがあり、社会教書や防災や  敵組＝取り絶む暢の鬱寺井料と  
的効膚と評価指標  
の電算－  

体育・スポーツ事業などと連携し  
た制度設計と実施が一雄持可能  

して配布された。高知県の介護 予防・t鷹づくり政策担当職■  

な社会Jを形成・促遺する可能性  
により政策形成の－オで●考責  

をもち、地域支援事業実施など  料の1つとして利用された．  

がその王手な契機となりうること  
を示唆した。  

一般に九尿陰著と有保験書と  
は．クリニックの所在が■なり．  

■良険書は書保険手向けのクリ  
ニックにかかることができない．  

有保険雪向けクリニックにおい  
て鯵蠣医師は救■クラスに限ら  
れ、研♯臣あるいは書M研鯵生  

ほど入快日数が長くなる媚向が  特記すべきことなし   特記すべきことなし   4  0      ○  ○  ○   

の研究   
圃民官民陸側度 不在下におけるk 保験看・慈義臣膚  い。一方において■保験著向け クリニックでは 

、鯵■の主体は  
研♯臣ないし書∩研鯵生であ  
り、敵■は自ら鯵禦に当たるよ  
りも、研♯臣ないし書「1研幡生  
の鯵★播ヰを主体とする濃いが  
判明した。   うな格差がいっそう広がることが  

書えられた。   



アメリカにおけるリバース・モー  
ゲージは公的櫨蘭の積極介入  
によって．リバース・モーゲージ  

が内包する三大リスクに対して  
適切な対応が図れているが、わ  
が圃の制度は各市■r村■位で  

リバース・モーゲー  の実施となっており、潜在的需  

ジの利活用による  事があるにもかかわらず、自治  

社会保II補完シス テムの研究   

中川 雅之          体担当■■の能力や自治体トッ  なし   なし   なし   3  ○    ○    0  0  0  0   
プの暮向によって制度の運営が  
大きく左右されるという事態に  
陥っている．さらにリスクへの対  
応が不十分で、利用雪月らがそ  
のリスクを■わざるを檜なくなっ  
ており、リバース・モーゲージが  

持つ本来の魅力を大きく削ぐ縮  
よとなっている．   

★困・低所得書冊に対する就労  
1．朝日斬Ⅶ2008年2月12日付  

支援と社会的眉立に関する開発  ★困・低所得書膚に対する耽労  

研究Iま、これまでの研究慮よが  
支援と社会的自立に蘭わって、  

多くないため、今後の研究が期  
平成け年度から実施された自立  

貧困・低所得書膚  支はプログラムの全圃爛査を  
行った。実施初年度と音うことも  

行われ、全国慎暮の実施による  
あり、このような耕土はなく、特  セミナーの分科会における本研   に対する就労支援  平成  平成  政策科学  丹波。史紀      持される．特に生活保護におけ   

旗鼠の析出、ホームレス問題や  
に自由記述によるプログラム実  

事暮債務問鐘における璃暮研  
施上の燥鱈は、今後のプロプラ  

究などを行い、社会的自立に向  
ム間矧ことって■益な研究成よ  

けた珠楓を捜征した。   
と言える。   料金において、本研究に基づく  

研究成果の一節を報告した。   

本研究は、積憤中の嚢異聞や  
発がん物貫を明らかにすると共  
にがん弗生書画及び腰受性事  

オ墳中の発がん  因を総合的に把捜し、がんの事  中風、♯国事のアジア樺孤と我  

及び莞がん抑制雷  平成  平成   
一次予防椎遭を目的とする．本  がんの第一次予防推進のため  

因の檎素とその作  17（200  lT（200   
のよ礎的研究庇よをあげること  

国際医学  若林 敬ニ       年度は環機中の新規環墳t   
0  45  0  ○  37  16  l  0  0  

関する研究   
変異櫨欄の♯明、大膿■の発  に役立つものと考えられる。  予防に闇する事効な什報をアジ  
生や■t炎症に対する感受性  ア謙圃に発信でさる。   

を規定している遺伝子の同走零  
を行い、t辛なよ確約汁料を得  

たものと確信する。   の開発Iこ結びつくと思われる。  

アジアのエイズを中心とした椚  
糧に劫よ的に立ち向かうため墓  
礎的、臨床的、疫学的立囁から  
研究を行い、エイズ／川∨感染の  
ワクチン朋発とウイルスの耐性  

本研究班ではハノイでの感染症  

発現に対応できる薬剤の闘矧こ  
Ⅶ際会繍や日米医学協力t十薗・  

HⅣ感染症におけ  
合同小委■会への鬱加もサ  
ボートした。そこではエイズ部会  

非サブタイプ引こおいてGさ■－  
のレビューが行われ、今後の計  旗当なし   0  45  】○  3  63  23  3  

アDI8′βCG町h●－hゆさtワクチ ンをベクタ肇として用いた検討を  

雷の♯討とともに、アジアの研  る免疫応答の解析  平成 り（200  平成 り（200  国際医学  山本 直樹        ★点をおいて研究を行った．とく にDNA／Sond■iおよぴワクシニ   
行い、さらに実用化に一歩近づ  

究書に対し研究費の助成を行う  

く成果が得られた．また亡nv蛋白  
アジア地域奨励研究事業の計  
画について紹介がなされた。  

♯析とワクチン抗隈として有用  

な川∨の南東、クロスクレイドhv  
ワクチンの研究などを行った。  

明らかにすることができた。  

0   



書生虫感染における相生・書生  
体相互作用の分子機序に間す  
る♯明が進んだ．住血書生隈  

本研究事業は医学研究の国際  本研究で従来は有効な治ホ藁  わが孤の衛生行動こ賞する什  蘭矧＝至ったガイドラインはない   
協力推進を目指すものであり、  が得られなかったトリ′くノソーマ  各穐痍痍媒介丘  

1  l  i  

．二■彗‘構．塾■∴‘‘．■  
1芸濃㌫諾㌘は  

寄生虫虚の痛撃・  ギ一代謝の♯析による新規治 療藁発見と細遵する分子の存 在のゲノム†一報からの靡析は今  

後の治■稟間先の方向性を示  治ホ及び予防に闇 わる標的分子探索 とその印暢書生虫  
対策への応用的  5）   し。ワクチン発は 的殿撫であるが書生虫感染の  
書聞に闇する研究  防＊免疫の本職を♯析する上  

で暮暮な知見を檀供する。また コムギ胚芽lこよる組み換えタン ／くクの合成は寄生虫のように特  
秩なコドン使用の生物の遺伝欄  
嶋にも適応可能であることで応  いく。   立事の責料として有用である。   

用の通が広い知見となった。   

ウイルス感染症の  ウイルス感染症の予防のため  
なし   なし  ○  10  6      0   診断、疫学およぴ 予防に附する研究  平成 け（200 5）  平成 17（200 5）  国際医学 協力研究  蔦■ 郁夫   の診断法とワクチン開発に効よ があった。  ウイルス感染症の予防対策の 立兼に効果があった．  なし  

分子痍障巾薗学的には総横槍  
に間して新たな遺伝子の機能が  とくに行政的t点を強訴した  

見出され、また感染槽主の自然 免疫応昔と♯柵免疫応答の分 子機欄に新たな知見が暮柵され  
たことは評価される。らい薗の藁 刑耐性遺伝子の緻密な解析は 画暢的にも新たな成果である 

抗政耳薫染の馳 静的対応への責 献を目指した基盤  ．  

／ 
に闇する研究   ワクチン開発にはとくに逢震が   

、   

み、 られ従来から作製されてきた   
銚輔ワクチンがサルでの詳細な  用な什t棲供が可能となると期  

持される。   
臨床評価まで進んだことは特霊 される。   

ものである。   

2005年のモンゴルと中孤の野 生からの近H5Nlインフ  

水■■ ルエンザウイルス分tとベトナ  

ムの書義への複数H5Nりイ入ル  
感染が、遺伝子解析より確毯さ  
れた。新型ルフルエンサ●ワクチン  マスコミに伝えられたのは以下  

急性呼吸器感染  
と診断用ウイルス株とし、HAと  の＝つである。1）2005年のモン  

症の感染メカニズ  平成  平成   
ゴルと中圃の野生水禽から近穐  

ムと疫学、詰染予  国際医学  鈴木 宏         NA拙の全l叫組み合わせ中   なし  
のH5Nlインフルエンザウイルス  3  39  6  ○  
が分tされた。2）インフルエン  

0  0  ○  

防・制御に間する  
研究   ほ＄株が保存された．インフル エンザ朋連脳症発症早期のス‾ ロイドりモルス★注が予後改暮  ザ間違脳症莞仕手期のステロイ  

に効1的であり、／くンデミック時  ド・′くルス■注が予後の改曽に  
の応用が示唆された。小児中  効果的である．  

耳炎起炎書である肺炎球菌とイ  
ンフルエンザ菌の薬剤耐性遺伝  
子を檎射し、書手藁雷l耐性化の  

並行が判明した．   た．  




